
及
び
家
父
長
制
下
の
婚
姻
か
ら
の
解
放
が
強
く
要
求
さ
れ
l
家
父
長
権
は
ナ
で
忙
過
去
の
も
の

と
な
り、

と
と
に
女
性
は
自
分
の

青
年
、

愛
ナ
る
相
手
と
婚
姻
す
る
権
利
、
臓
業
選
樺
の
権
利
な
ど
の
、

法
主
体
性
の
原
則
が
成
立
さ
れ
つ
L
あ
る
の
で
あ
る
。

解
放
と
い
う
言
葉
の
正
し

い
意
味
で
、
中
国
品
命
に
於
け
る
女
性
の
解
放
は
何
人
も
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
併
し
も
と
よ
り
新
中
国
は
、

解
放
後
に
社
会
主
義
的
人
聞
を
造
り
出
そ
う
と
ナ
る
過
渡
阿
切
に
あ
り
、
恋
愛
。

結
婚
。
家
庭
の
問
題
で
、
幾
多
の
女
性
が
悲
喜
劇
を
起
し

て
い
る
か
は
、
新
聞
の
投
書
欄
に
も
数
多
く
見
ら
れ
、

叉
戦
後
の

日
本
女
性
の
歩
み
と
服
し
て
も
伺
け
る
所
で
あ
る
。
真
に
美
し
い
社
会

主
義
的
女
性
が
誕
生
す
る
の
は
、
人
民
中
国
が
、

と
の
崎
し
く
厳
し
い
過
渡
期
を
斗
い
、
勝
ち
抜
い
て
か
ら
で
あ
る
。

会
二

・
八
・

二
六

・
史
学
会
会
員
）

偶
数
哲
学
に
訟
け
ず
Q

教
育
の
原
理
（続）

疋

英

肇

田

（承
前
）
前
号
に
於
て
は
、

日
蓮
聖
人
の
所
謂

「主

・
仰

・
親
一一一徳
」
の
指
南
に
随
っ
て
、
回

・
基

・
仏
の
世
界
三
大
宗
教
を
判
釈

し
、
回
教
の
ア

ラ
ー
は
「
主
徳
」
、
基
教
の
ヱ
ホ
パ
は
「
主
父
両
徳
」
を
具
ナ
の
に
対
し
て
、
仏
教
の
如
来
は
「
主
師
親
三
徳
」
を
具
ナ

が
故
に
、
回
教
の
ア

ラ
ー
が
絶
対
主
宰
者
で
あ
り
、
基
教
の
エ
ホ
パ
が
創
造
者
で
あ
る
と
共
に
「
天
な
る
父
」

で
あ
る
の
に
対
し
て
、

仏

教
の
如
来
は
更
に
「
教
主

・
本
師
」
と
い
う
師
徳
を
具
備
し、

い
は
ピ
教
育
主
体
的
性
格
を
そ
の
特
質
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
仏
教
の
教
理

が
他
宗
教
に
比
し
て
著
し
く
教
育
的
で
あ
り、

随
っ
て
そ
の
科
学
が
多
分
に
教
育
の
原
理
を
包
蔵
し
て
ゐ
る
事
を
論
述
し
て
来
た
が、

本

号
に
於
て
更
に
詳
論
せ
ん
と
ナ
る
に
当
り
、
前
身
J
K
引
続
い

て
、
就
中
、
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（
二
）
「
エ
ホ
バ
の
主
父
雨
徳
」
に
つ
い
て

一
応
論
を
進
め
て
行
き
た
い

前口
ず
に
述
べ
た
、
旧
約

「創
世
記
」
の
二
三
例
は
、
有
名
な
エ
ホ
バ
の
対
人
宣
告
で
あ
る
が
、
旧
約
聖
書
が
示
ナ
廃
史
的
記
述
の
最
初

に
示
さ
れ
る

と
の
神
の
性
格
は
、
最
も
よ
く
エ

ホ
バ

神
の
特
性
を
顕
は
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
エ
ホ
パ
は
決
し
て
単
な
る
創
造
者
で

は
な
く
、
随
っ
て
叉
単
な
る
絶
対
的
支
配
者
で
は
な
い
、
む
し
ろ
人
間
と
同
じ
様
な
感
情
を
持
ち
、

人
間
ら
し
い
振
舞
い
を
ナ
る
怖
で
あ

り、

人
間
に
は
親
近
感
を
持
て
る
神
で
あ
る
。

と
れ
は
ヱ
ホ

パ
が
元
来
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
族
神
で
あ
っ
た
と
い

ふ
麿
史
的
事
実
に
由
来
ナ

る
の
で
あ
り
、
随
っ
て
本
来
祖
神
的
在
父
徳
を
有
ナ
る
所
の
恩
愛
の
神
、
授
福
の
神
、
守
護
の
神
な
る
所
以
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
恩
宙開

の
神
が
、
何
故
に
前
述
の
如
く
、
人
間
の
神
に
近
づ
く
事
を
拒
否
し
、

む
し
ろ
人
民
を
呪
阻
し
、
嫉
妬
す
る
神
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

創
世
記
才
六
章
に

ふ

え

・

地
の
商
に
繁
初
は
じ
ま
り
て
女
子
之
に
生
る
L
に
及
・
へ
る
問
、
神
の
子
等
人
の
女
子
の
美
し
き
を
見
て
司
そ
の
好
む
所
一
の
者
を

エ
ホ
パ
い
び
玉
い
け
る
は
『
我
襲
、
氷
く
人
と
争
は
じ
、
北
ハは
彼
も
肉
な
れ
ば
な
り
、
然
れ
ど
彼
の
日
は
百
二
十
年

「
入、

取
り
て
妻
と
な
せ
り
。

な
る
ペ
し
』
」
と
あ
る
に
明
ら
か
な
る
如
く
、
神
の
子
孫
達
は
実
は
神
に
背
け
る、

こ
L
に
於
て
、
神
は
、
地
上

不
宵
の
民
で
あ

っ
た。

に
人
聞
を
創
っ
た
事
を
大
い
に
後
悔
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
是
忙
於
て
、
エ
ホ
パ
地
の
上
に
人
を
造
り
し
と
と
を
悔
い
て
心
に
憂
玉
へ
り
、

ぬ
ぐ

我
地
の
商
よ
り
拭
い
去
ら
ん、

人
よ
り
獣
、
昆
虫
、

天
空
の
烏
に
い
た
る
ま
で
ほ
ろ
ぽ
さ
ん
、

『
我
が
創
造
り
し
人
を

エ
ホ
パ
言
い
玉
い
け
る
は
、

其
は
我
之
を
造
り
し
こ

と
を
悔
ゆ
れ
ば
な

り
』
と
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と
の
、政
情
は
、
神
が
選
民
と
し
て
生
存
せ
し
め
た
、

我
々
は
こ

L
K
、
不
孝
の
子
に
対
ナ
る
父
の
激
怒
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
人
間
的
在
激
情
で
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル

の
民
に
対
し
て
さ
え
も
同
様
で
あ
っ
た
。

否
、
更
に
一

一層
激
発
し
て

不
良
の
子
に
対
す
る
父
の
怒
り
か
ら
、
不
貞
の
妻
に
対
ナ
る
夫
の
呪
阻
に
さ
え
転
じ
て
行
く
の
で
あ
る
。
出
エ
ヂ
プ
ト
記
や
、

に
は

と
れ
ら
の
生
々
し
い
記
述
が
あ
る。

ー
編

輯

後

言巴

十
月
十
日
の
学
長
狽
下
米
中守
記
念
祝
賀
会
開
催
の
日
ま
で
川
に

昭
和
品
川

一
年
十
月
九
日

昭
和
品
川

一
年
十
月
十
日

合
は
せ
様
と
し
た
為
に
、
編
輯
に
日
が
な
く
‘
拙
劣
な
結
果
を
見
る

開
時
人

に
到
っ
た
事
は
、
学
長
狽
下
始
め
、
諸
師
に
対
し
て
ま
こ
と
に
申
し

発
行
人

訳
な
く
と

L

に
深
く
お
詑
び
申
上
げ
る
次
才
で
あ
り
ま
ナ
。
特
に
、

印
刷
人

時
日
切
迫
の
為
、

や
む
を
得
、
千
原
稿
の
後
半
を
割
愛
さ
せ
て
国
き
、

発印
行刷

疋

田木田

如本英

官松

失
号
へ
回
し
て
頂
い
た
塩
田
先
生
に
は
何
と
も
申
訳
な
き
次
才
で
す

同
川

ur凶
H
川川
M
同
ず
E
－

U
U円
開
州
日
υ

甲

府

市

錦

町

大

宣

堂

円
H
ド
仁
十

ホ
セ
ヤ
童
同

龍典肇

日
仰

所

発
行
所

山

梨

県

身

延

町

身

延

山

短

期

大

学

が
、
編
者
自
身
の
原
稿
も
弐
号
に
回
し
た
様
な
訳
で
、
悪
し
か
ら
や
J

御
寛
恕
を
お
願
ナ
る
弐
矛
で
ナ
。

（
疋

度

記）

田

（
織
く
）
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